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市
の
財
政
負
担
な
ど
、
考
慮
す
べ
き

点
は
多
数
あ
る
が
、
子
育
て
支
援
施

策
と
し
て
た
い
へ
ん
有
益
と
考
え
る

の
で
、
で
き
る
限
り
早
期
の
実
施
に

向
け
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

（
市
長
）

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
者
」
と
さ
れ
て
い
る
。
幸
手
市
と

し
て
ど
の
く
ら
い
の
時
期
を
目
標
に
、

18
歳
に
引
き
上
げ
た
い
と
お
考
え
か
、

ま
た
は
全
く
考
え
て
い
な
い
か
市
と

し
て
の
考
え
を
伺
う
。

　
当
市
で
は
、
子
ど
も
医
療

費
支
給
事
業
の
対
象
年
齢
を
、

現
在
、
入
院
・
通
院
と
も
に
15
歳
の

年
度
末
ま
で
と
し
て
い
る
。

　
対
象
年
齢
を
18
歳
の
年
度
末
ま
で

に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

　
本
年
４
月
１
日
に
、
こ
ど

も
家
庭
庁
も
発
足
し
、
国
の

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
「
こ
ど

も
と
家
庭
の
、
福
祉
や
健
康
の
向
上

を
支
援
し
、
こ
ど
も
の
権
利
を
守
る

た
め
の
こ
ど
も
政
策
に
強
力
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
も
っ
て
取
り
組
み
ま

す
。」
と
な
っ
て
い
る
。
又
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
で
は
、
子
ど
も

の
定
義
は
、「
18
歳
に
達
す
る
日
以
後

子
育
て
支
援
に
関
わ
る
、子
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て

Q

A

未
実
施
で
す
。
今
後
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
通
学
路
等
の
交
通
安
全
対

策
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
、
引
き
続

き
、
幸
手
警
察
署
や
地
域
の
皆
様
と

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
必
要
な
施
策

を
講
じ
て
参
り
ま
す
。

 

　
　
（
市
長
・
建
設
経
済
部
長
・

　
　
　
　
　
　
　 

市
民
生
活
部
長
）

う
市
民
の
安
全
を
確
保
す
る
か
伺
い

ま
す
。
一
方
、
下
川
崎
で
は
、
こ
の

道
路
を
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
通
り
抜
け

ま
す
。
大
型
車
の
通
行
規
制
は
ど
う

い
う
場
合
で
き
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
都
市
計
画
道
路
（
杉
戸
幸

手
栗
橋
線
）
を
整
備
す
る
こ

と
で
、
交
通
の
分
散
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

　
し
か
し
、
大
規
模
な
事
業
に
な
る

た
め
、
中
川
崎
・
下
川
崎
地
区
に
つ

い
て
、
現
時
点
で
は
、
設
計
業
務
は

　
中
川
崎
、
下
川
崎
の
道
路

は
、
久
喜
新
道
方
面
か
ら
旧

大
宮
栗
橋
線
に
向
か
う
車
と
４
号
線

に
向
か
う
車
が
、
抜
け
道
と
し
て
利

用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
が
徒
歩

や
自
転
車
で
通
い
ま
す
。
こ
の
道
路

は
、
狭
く
、
交
通
量
も
多
く
極
め
て

危
険
で
す
。

　
市
長
は
、
こ
の
道
路
に
対
し
、
ど

中
川
崎
、
下
川
崎
の
道
路
の
安
全
確
保
を

Q

A

市政に対する市政に対する
一一 質質般般 問問

　

髙 野 優 一 議 員
◯　健全な財政運営について
◯　ふるさと納税による寄附の拡大について
◯　地域農業の推進について
本 田 謡 子 議 員
◯　選挙公報について
◯　公共施設における自動販売機設置について
小 河 原 浩 和 議 員
◯　駅ピアノの早期実現について
◯　移動販売車の必要性の高まりについて
◯　地域猫の現状や今後について
四 本 奈 緒 美 議 員
◯　がん対策について
◯　自主防災組織のＳＭＳを活用した情報の一斉送信シ

ステムへの補助金について
◯　朝日バスの運行廃止と今後の公共交通について
青 木 　 章 議 員
◯　ゆめファーム全農について
◯　天神の湯等の対応について
◯　市長公約について
小 林 英 雄 議 員
◯　安心安全なまちづくり（交通安全対策）について
◯　安心安全なまちづくり（防犯のまちづくり）につい

て
◯　市道の整備と維持管理について
松 田 雅 代 議 員
◯　利便性の高い公共交通の推進について
◯　連携協定等対外連携の確実な更新について
◯　クールスポットの設置について

木 村 治 夫 議 員
◯　空き家バンク実施事業について
◯　地域農業の振興について
◯　地域資源を活かした観光・地域振興について

芦 葉 弘 志 議 員
◯　子育て支援に関わる、子ども医療費について
◯　交通難民をなくす施策について
◯　ＡＥＤの屋外設置について
◯　自転車ヘルメット努力義務化について 
坂 本 達 夫 議 員
◯　中川崎、下川崎の道路事情について
◯　市役所入口交差点、右折禁止解除の進捗状況と市の

方針について
◯　幸手駅西口の道路整備、駐輪場整備とにぎわいづく

りについて
◯　幸手駅に設置したピアノについて
◯　木村純夫市長の任期満了について
藤 沼 　 貢 議 員
◯　人口減少問題について
◯　幸手駅西口のまちづくりについて
◯　施設園芸トレーニングセンターについて
宮 澤 大 地 議 員
◯　幸手市の交通安全意識について
◯　幸手市の防犯対策について
◯　幸手市を特集した「出没！アド街ック天国」放送内容に

ついて
大 平 泰 二 議 員
◯　市民生活を支える市内循環バス問題
◯　水道・下水道還付・充当の不備問題
◯　駅西口土地区画整理問題
◯　通学路の横断歩道橋の安全性について
◯　若者が集える街づくりについて
小 泉 圭 司 議 員
◯　幸手市の公共交通について
◯　“とねっと”の事業終了について
◯　小学校の統廃合計画について
◯　市内の慢性的な渋滞の解消による安全確保について
◯　水害対策の資産の垂直避難について
◯　民間との協働の在り方について

市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問 市政に対する一般質問市政に対する一般質問市政に対する一般質問

　今定例会では、14人の議員が６月
２日、５日、６日に一般質問を行いまし
た。質問の中から、主なものを質問者
順に掲載します。

　一般質問とは、議案と関係なく市の行政
事務の状況や将来に対する方針などをただ
すもので、市側は、質問に対し基本的な考
え方や問題解決策について答弁します。

● それぞれの内容の詳細は会議録および市議会ホームページ（インターネット映像配信システム）でご覧になれます。
● 会議録は図書館、各公民館の図書コーナー、市役所の情報公開コーナー、または市議会ホームページで公開しています。
● 6月定例会の会議録は８月下旬頃公開予定です。

あなたの を市政に声

幸手市は１人 45分の制限時間内であれば、質問の回数に制限はありません。
議会だよりではスペースの都合上、質疑と答弁が要約してありますので臨場感ある、
本会議場での傍聴をお待ちしています。

芦葉弘志議員坂本達夫議員

詳しくはホームページを
ご覧ください。

９月定例会
のお知らせ
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画
と
な
っ
て
お
り
、
新
た
な
雇
用
の

創
出
や
市
の
活
性
化
に
繋
が
る
も
の

と
確
信
し
て
い
る
。

　
　
　
（
市
長
・
総
合
政
策
部
長
・

建
設
経
済
部
長
）

　
令
和
4
年
度
に
お
い
て
は
、

社
会
動
態
は
増
加
と
な
っ
た

が
、
自
然
動
態
に
よ
る
減
少
が
上
回

り
、
結
果
と
し
て
人
口
減
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
も
総
合
戦
略
に
掲
げ
る

取
組
を
着
実
に
進
め
、
既
存
事
業
を

検
証
し
な
が
ら
新
た
な
施
策
も
検
討

し
て
い
く
。

　
施
設
園
芸
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
は
、
新
規
就
農
希
望
者
が
栽
培

技
術
や
農
場
運
営
の
実
践
を
積
む
た

め
の
施
設
で
あ
る
。
神
明
内
地
内
に

大
規
模
温
室
4
棟
が
設
置
さ
れ
る
計

　
人
口
減
少
の
減
少
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
伺

う
。
又
人
口
減
少
対
策
に
ど
う
取
り

組
ま
れ
る
の
か
伺
う
。

　
施
設
園
芸
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
こ
の
施
設
の
事
業

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

Q

A

盤
整
備
に
よ
り
、
大
規
模
な
施
設
園

芸
農
業
、
道
水
路
の
再
編
、
非
農
用

地
の
創
出
を
行
う
構
想
が
あ
り
ま
す
。

幸
手
中
央
地
区
産
業
団
地
に
隣
接
す

る
神
扇
地
区
に
お
い
て
は
、
更
な
る

産
業
団
地
整
備
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
今
後
、
市
の
発
展
に
繋
が
る
事
業

等
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
情
報
発
信

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
市
長
）

い
」
と
印
象
付
け
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
市
民
の
不
安
を
払
拭
す
る
好
材
料

と
し
て
、
幸
手
市
の
発
展
に
繋
が
る

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

　
現
在
、
神
明
内
地
区
で
は
、

全
農
に
よ
る
新
規
就
農
者
育

成
の
た
め
の
施
設
園
芸
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
構
想
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
上
高
野
地
区
に
は
、
農

業
法
人
の
土
地
改
良
事
業
・
農
業
基

　
本
年
３
月
に
幸
手
を
特
集

し
た
「
出
没
！
ア
ド
街
ッ
ク

天
国
」
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
幸
手
は
「
何
か
と
ワ
ー

ス
ト
１
位
」
「
消
滅
可
能
性
都
市
・

幸
手
」
と
紹
介
さ
れ
て
し
ま
い
、
不

安
を
覚
え
た
市
民
は
多
か
っ
た
か
と

思
い
ま
す
。

　
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
な
い
で

い
る
と
「
幸
手
は
何
も
し
て
い
な

幸
手
市
発
展
の
た
め
の
市
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Q

A

設
置
や
民
間
路
線
の
関
係
に
つ
い
て

も
そ
の
中
で
考
え
て
い
く
。

（
市
民
生
活
部
長
）

　
令
和
4
年
1
月
に
運
行
を

開
始
し
た
市
内
循
環
バ
ス
に

対
し
、
「
そ
れ
ま
で
の
デ
マ
ン
ド
バ

ス
に
お
い
て
利
用
の
多
か
っ
た
医
療

機
関
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
近
く
に

停
留
所
を
設
置
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
設

置
に
よ
り
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に

つ
な
が
る
と
判
断
し
、
追
加
す
る
方

針
を
決
定
し
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
一
方
、
公
共
交
通
全
般
に
つ
い
て
、

社
会
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
往
復
路
の

　
市
内
循
環
バ
ス
路
線
を
基

本
と
し
た
往
復
路
の
設
置
と
、

こ
の
間
の
医
療
機
関
と
の
協
議
の
結

果
、
更
に
は
香
日
向
か
ら
東
鷲
宮
駅

ま
で
の
バ
ス
路
線
を
市
内
循
環
バ
ス

路
線
に
組
み
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
。

朝
日
バ
ス
運
営
の
杉
戸
高
野
台
駅
か

ら
幸
手
駅
ま
で
の
バ
ス
路
線
廃
止
に

伴
う
同
路
線
に
市
内
循
環
バ
ス
を
適

用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

市
内
循
環
バ
ス
路
線
の
改
善
に
つ
い
て

Q

A

す
。

　
こ
の
こ
と
に
加
え
、
運
行
デ
ー
タ

や
市
民
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
市
で
は
、
今
年
度
、
地
域
公

共
交
通
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
そ
の
中
で
、
今
後
の
幸
手
市

に
と
っ
て
よ
り
よ
い
公
共
交
通
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
き

ま
す
。

（
市
民
生
活
部
長
）

規
の
路
線
と
し
て
利
用
者
を
増
や
し

継
続
的
に
運
営
し
て
い
た
だ
く
方
法

を
提
案
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
か

考
え
方
を
伺
う
。

　
現
状
、
幸
手
市
の
主
な
公

共
交
通
は
、
民
間
事
業
者
が

運
行
し
て
い
る
鉄
道
、
路
線
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
と
、
市
が
運
行
し
て
い
る

循
環
バ
ス
が
あ
る
が
、
そ
の
存
在
は
、

人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
、

人
口
動
態
、
或
い
は
、
地
域
特
性
の

違
い
な
ど
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま

　
時
代
の
流
れ
と
共
に
住
民

の
平
均
年
齢
も
大
き
く
変
化

し
そ
れ
に
伴
い
移
動
先
の
ニ
ー
ズ
も

変
化
し
通
勤
で
の
利
用
が
減
り
、
逆

に
医
療
機
関
や
役
所
へ
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
り
運
転
免
許
証
の
返
納
な
ど
に

よ
り
買
い
物
の
足
の
確
保
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
時
代
に
合
わ
せ
た
主
要
な
目
的
地

を
経
由
す
る
ル
ー
ト
に
変
更
又
は
新

市
民
に
と
っ
て
重
要
な
足
と
な
る
公
共
交
通
の
確
保

Q

A

市内循環
のりば
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画
と
な
っ
て
お
り
、
新
た
な
雇
用
の

創
出
や
市
の
活
性
化
に
繋
が
る
も
の

と
確
信
し
て
い
る
。

　
　
　
（
市
長
・
総
合
政
策
部
長
・

建
設
経
済
部
長
）

　
令
和
4
年
度
に
お
い
て
は
、

社
会
動
態
は
増
加
と
な
っ
た

が
、
自
然
動
態
に
よ
る
減
少
が
上
回

り
、
結
果
と
し
て
人
口
減
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
も
総
合
戦
略
に
掲
げ
る

取
組
を
着
実
に
進
め
、
既
存
事
業
を

検
証
し
な
が
ら
新
た
な
施
策
も
検
討

し
て
い
く
。

　
施
設
園
芸
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
は
、
新
規
就
農
希
望
者
が
栽
培

技
術
や
農
場
運
営
の
実
践
を
積
む
た

め
の
施
設
で
あ
る
。
神
明
内
地
内
に

大
規
模
温
室
4
棟
が
設
置
さ
れ
る
計

　
人
口
減
少
の
減
少
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
伺

う
。
又
人
口
減
少
対
策
に
ど
う
取
り

組
ま
れ
る
の
か
伺
う
。

　
施
設
園
芸
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
こ
の
施
設
の
事
業

内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

Q

A

盤
整
備
に
よ
り
、
大
規
模
な
施
設
園

芸
農
業
、
道
水
路
の
再
編
、
非
農
用

地
の
創
出
を
行
う
構
想
が
あ
り
ま
す
。

幸
手
中
央
地
区
産
業
団
地
に
隣
接
す

る
神
扇
地
区
に
お
い
て
は
、
更
な
る

産
業
団
地
整
備
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
今
後
、
市
の
発
展
に
繋
が
る
事
業

等
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
情
報
発
信

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
市
長
）

い
」
と
印
象
付
け
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
市
民
の
不
安
を
払
拭
す
る
好
材
料

と
し
て
、
幸
手
市
の
発
展
に
繋
が
る

大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

　
現
在
、
神
明
内
地
区
で
は
、

全
農
に
よ
る
新
規
就
農
者
育

成
の
た
め
の
施
設
園
芸
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
構
想
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
上
高
野
地
区
に
は
、
農

業
法
人
の
土
地
改
良
事
業
・
農
業
基

　
本
年
３
月
に
幸
手
を
特
集

し
た
「
出
没
！
ア
ド
街
ッ
ク

天
国
」
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
幸
手
は
「
何
か
と
ワ
ー

ス
ト
１
位
」
「
消
滅
可
能
性
都
市
・

幸
手
」
と
紹
介
さ
れ
て
し
ま
い
、
不

安
を
覚
え
た
市
民
は
多
か
っ
た
か
と

思
い
ま
す
。

　
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
な
い
で

い
る
と
「
幸
手
は
何
も
し
て
い
な

幸
手
市
発
展
の
た
め
の
市
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Q

A

設
置
や
民
間
路
線
の
関
係
に
つ
い
て

も
そ
の
中
で
考
え
て
い
く
。

（
市
民
生
活
部
長
）

　
令
和
4
年
1
月
に
運
行
を

開
始
し
た
市
内
循
環
バ
ス
に

対
し
、
「
そ
れ
ま
で
の
デ
マ
ン
ド
バ

ス
に
お
い
て
利
用
の
多
か
っ
た
医
療

機
関
に
つ
い
て
は
、
も
っ
と
近
く
に

停
留
所
を
設
置
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
設

置
に
よ
り
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に

つ
な
が
る
と
判
断
し
、
追
加
す
る
方

針
を
決
定
し
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
一
方
、
公
共
交
通
全
般
に
つ
い
て
、

社
会
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
往
復
路
の

　
市
内
循
環
バ
ス
路
線
を
基

本
と
し
た
往
復
路
の
設
置
と
、

こ
の
間
の
医
療
機
関
と
の
協
議
の
結

果
、
更
に
は
香
日
向
か
ら
東
鷲
宮
駅

ま
で
の
バ
ス
路
線
を
市
内
循
環
バ
ス

路
線
に
組
み
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
。

朝
日
バ
ス
運
営
の
杉
戸
高
野
台
駅
か

ら
幸
手
駅
ま
で
の
バ
ス
路
線
廃
止
に

伴
う
同
路
線
に
市
内
循
環
バ
ス
を
適

用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

市
内
循
環
バ
ス
路
線
の
改
善
に
つ
い
て

Q

A

す
。

　
こ
の
こ
と
に
加
え
、
運
行
デ
ー
タ

や
市
民
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
市
で
は
、
今
年
度
、
地
域
公

共
交
通
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
そ
の
中
で
、
今
後
の
幸
手
市

に
と
っ
て
よ
り
よ
い
公
共
交
通
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
き

ま
す
。

（
市
民
生
活
部
長
）

規
の
路
線
と
し
て
利
用
者
を
増
や
し

継
続
的
に
運
営
し
て
い
た
だ
く
方
法

を
提
案
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
か

考
え
方
を
伺
う
。

　
現
状
、
幸
手
市
の
主
な
公

共
交
通
は
、
民
間
事
業
者
が

運
行
し
て
い
る
鉄
道
、
路
線
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
と
、
市
が
運
行
し
て
い
る

循
環
バ
ス
が
あ
る
が
、
そ
の
存
在
は
、

人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
、

人
口
動
態
、
或
い
は
、
地
域
特
性
の

違
い
な
ど
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま

　
時
代
の
流
れ
と
共
に
住
民

の
平
均
年
齢
も
大
き
く
変
化

し
そ
れ
に
伴
い
移
動
先
の
ニ
ー
ズ
も

変
化
し
通
勤
で
の
利
用
が
減
り
、
逆

に
医
療
機
関
や
役
所
へ
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
り
運
転
免
許
証
の
返
納
な
ど
に

よ
り
買
い
物
の
足
の
確
保
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
時
代
に
合
わ
せ
た
主
要
な
目
的
地

を
経
由
す
る
ル
ー
ト
に
変
更
又
は
新

市
民
に
と
っ
て
重
要
な
足
と
な
る
公
共
交
通
の
確
保

Q

A

市内循環
のりば
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（
市
長
）

　
買
い
物
弱
者
に
つ
い
て
は
、

環
境
的
な
理
由
や
身
体
的
な
理

由
に
よ
り
、
移
動
手
段
に
乏
し
く
、
食

料
等
の
日
常
の
買
い
物
が
困
難
な
状
況

に
置
か
れ
て
お
り
、
当
市
に
お
い
て
も

一
定
数
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
市
で
は
市
民
の
暮
ら
し

や
す
い
街
づ
く
り
と
し
て
、
買
い
物
が

困
難
な
方
の
状
況
に
つ
い
て
引
き
続
き

分
析
を
行
う
と
と
も
に
、
今
あ
る
地
域

資
源
の
更
な
る
活
用
と
そ
の
周
知
に
努

め
、
よ
り
多
く
の
方
の
困
難
が
解
消
さ

れ
る
よ
う
、
丁
寧
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
市
街
地
・
農
村
部
を
問
わ
ず
、

高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
公
共

交
通
の
脆
弱
さ
や
店
舗
の
大
型
化
・
郊

外
化
に
よ
り
、
日
常
の
お
買
い
物
に
不

便
を
感
じ
る
「
買
い
物
弱
者
」
が
大
き

な
社
会
問
題
と
な
り
、
喫
緊
の
市
政
課

題
と
考
え
る
。
問
題
解
決
の
手
段
と
し

て
移
動
販
売
車
の
導
入
を
提
案
し
た
が
、

導
入
に
向
け
て
の
市
の
考
え
方
や
課
題

を
伺
う
。

買
い
物
弱
者
救
済
の
移
動
販
売
車
導
入
の
課
題
は

Q

A

き
に
生
き
て
い
く
う
え
で
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
が
ん
を
患
っ
た
方
や
そ
の
ご
家
族
の

声
に
耳
を
傾
け
、
寄
り
添
っ
た
支
援
や

施
策
を
市
が
実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

（
市
長
）

が
ら
生
活
を
し
て
い
る
市
民
に
寄
り
添

う
、
優
し
い
が
ん
対
策
の
具
体
的
な
実

施
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解

を
伺
う
。　

人
生
百
年
時
代
の
健
康
に
つ

い
て
重
要
な
施
策
の
一
つ
と
し

て
取
り
組
ん
で
来
た
。
こ
の
中
に
は
病

や
障
害
が
あ
っ
て
も
様
々
な
選
択
が
で

き
、
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
な
人
生
を
全

う
で
き
る
社
会
の
実
現
を
含
ん
で
い
る
。

　
ご
質
問
を
い
た
だ
い
た
ア
ピ
ア
ラ
ン

ス
サ
ポ
ー
ト
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
は
、

が
ん
患
者
の
方
や
そ
の
ご
家
族
が
前
向

　
幸
手
市
に
お
い
て
が
ん
に
罹

患
し
、
治
療
を
し
な
が
ら
仕
事

や
学
業
を
続
け
、
子
育
て
や
家
族
の
介

護
を
し
た
り
、
ま
た
、
治
療
に
専
念
し

て
い
る
市
民
も
多
い
。

　
脱
毛
や
乳
房
切
除
な
ど
、
外
見
の
変

化
に
悩
む
方
へ
の
「
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
サ

ポ
ー
ト
」
や
、
介
護
保
険
が
適
用
さ
れ

な
い
20
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
末
期
が
ん

患
者
へ
の
「
若
年
者
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル

ケ
ア
支
援
事
業
」
等
、
が
ん
と
闘
い
な

が
ん
患
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
が
ん
対
策
を

Q

A

大
を
進
め
ま
す
。

（
総
合
政
策
部
長
）

　
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
を

令
和
元
年
度
か
ら
開
始
し
、
毎
年
、
返

礼
品
を
拡
大
し
て
お
り
、
現
在
28
社
、

1
3
1
品
目
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今

年
2
月
か
ら
は
、
仕
事
や
観
光
で
市
内

に
来
ら
れ
る
人
が
、
食
事
等
の
サ
ー
ビ

ス
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
決
済
で
き
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
電
子
商
品
券
」
を
導

入
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
寄
附
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
う

魅
力
あ
る
返
礼
品
を
増
や
す
ほ
か
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
含
め
様
々
な
場

面
で
積
極
的
に
P
R
し
、
納
税
額
の
拡

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
為

に
は
自
主
財
源
の
確
保
が
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
今
ま
で
以
上
に
努
力

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
の
突

破
口
と
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
を
大
い
に

活
用
す
る
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
寄
附

額
の
更
な
る
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

を
伺
う
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
拡
大
に
向
け
て

Q

A

別
の
依
頼
に
基
づ
き
、
郵
送
に
よ
る
配

布
を
、
実
施
に
向
け
て
検
討
す
る
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
）

の
市
の
対
策
を
伺
う
。

　
先
般
の
市
議
会
議
員
選
挙
で

は
、
選
挙
人
が
4
2
，
3
9
0

人
、
2
2
，
4
9
3
世
帯
に
対
し
、
新

聞
折
込
の
件
数
は
1
2
，
9
0
0
件
。

ま
た
、
新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
方
に

向
け
て
補
完
措
置
と
し
て
市
内
22
施
設

に
4
4
0
枚
を
配
置
し
た
。
発
行
数
は

1
万
5
千
枚
で
あ
る
。
現
在
の
問
題
点

は
『
新
聞
購
読
率
減
少
』
に
よ
り
紙
に

よ
る
選
挙
公
報
が
行
き
届
い
て
い
な
い

こ
と
で
あ
る
。
新
聞
折
込
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
閲
覧
等
が
で
き
な
い
方
に
、
個

　
選
挙
公
報
と
は
、
候
補
者
の

氏
名
、
所
属
政
党
、
経
歴
、
政

見
な
ど
を
掲
載
し
、
選
挙
管
理
委
員
会

が
発
行
・
配
布
す
る
も
の
。
有
権
者
に

と
っ
て
選
挙
公
報
は
重
要
な
情
報
源
で

あ
る
。
さ
て
、
選
挙
公
報
の
新
聞
折
り

込
み
配
布
は
、
新
聞
購
読
を
し
な
い
方

や
折
り
込
み
を
断
る
方
な
ど
が
増
加
傾

向
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
選
挙
人
数
と
選

挙
公
報
折
り
込
み
件
数
、
発
行
数
等
を

伺
う
。
ま
た
、
現
在
の
問
題
点
や
今
後

選
挙
公
報
の
配
布
は
公
平
な
の
か

Q

A
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（
市
長
）

　
買
い
物
弱
者
に
つ
い
て
は
、

環
境
的
な
理
由
や
身
体
的
な
理

由
に
よ
り
、
移
動
手
段
に
乏
し
く
、
食

料
等
の
日
常
の
買
い
物
が
困
難
な
状
況

に
置
か
れ
て
お
り
、
当
市
に
お
い
て
も

一
定
数
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
市
で
は
市
民
の
暮
ら
し

や
す
い
街
づ
く
り
と
し
て
、
買
い
物
が

困
難
な
方
の
状
況
に
つ
い
て
引
き
続
き

分
析
を
行
う
と
と
も
に
、
今
あ
る
地
域

資
源
の
更
な
る
活
用
と
そ
の
周
知
に
努

め
、
よ
り
多
く
の
方
の
困
難
が
解
消
さ

れ
る
よ
う
、
丁
寧
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
市
街
地
・
農
村
部
を
問
わ
ず
、

高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
公
共

交
通
の
脆
弱
さ
や
店
舗
の
大
型
化
・
郊

外
化
に
よ
り
、
日
常
の
お
買
い
物
に
不

便
を
感
じ
る
「
買
い
物
弱
者
」
が
大
き

な
社
会
問
題
と
な
り
、
喫
緊
の
市
政
課

題
と
考
え
る
。
問
題
解
決
の
手
段
と
し

て
移
動
販
売
車
の
導
入
を
提
案
し
た
が
、

導
入
に
向
け
て
の
市
の
考
え
方
や
課
題

を
伺
う
。

買
い
物
弱
者
救
済
の
移
動
販
売
車
導
入
の
課
題
は

Q

A

き
に
生
き
て
い
く
う
え
で
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
が
ん
を
患
っ
た
方
や
そ
の
ご
家
族
の

声
に
耳
を
傾
け
、
寄
り
添
っ
た
支
援
や

施
策
を
市
が
実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

（
市
長
）

が
ら
生
活
を
し
て
い
る
市
民
に
寄
り
添

う
、
優
し
い
が
ん
対
策
の
具
体
的
な
実

施
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解

を
伺
う
。　

人
生
百
年
時
代
の
健
康
に
つ

い
て
重
要
な
施
策
の
一
つ
と
し

て
取
り
組
ん
で
来
た
。
こ
の
中
に
は
病

や
障
害
が
あ
っ
て
も
様
々
な
選
択
が
で

き
、
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
な
人
生
を
全

う
で
き
る
社
会
の
実
現
を
含
ん
で
い
る
。

　
ご
質
問
を
い
た
だ
い
た
ア
ピ
ア
ラ
ン

ス
サ
ポ
ー
ト
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
は
、

が
ん
患
者
の
方
や
そ
の
ご
家
族
が
前
向

　
幸
手
市
に
お
い
て
が
ん
に
罹

患
し
、
治
療
を
し
な
が
ら
仕
事

や
学
業
を
続
け
、
子
育
て
や
家
族
の
介

護
を
し
た
り
、
ま
た
、
治
療
に
専
念
し

て
い
る
市
民
も
多
い
。

　
脱
毛
や
乳
房
切
除
な
ど
、
外
見
の
変

化
に
悩
む
方
へ
の
「
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
サ

ポ
ー
ト
」
や
、
介
護
保
険
が
適
用
さ
れ

な
い
20
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
末
期
が
ん

患
者
へ
の
「
若
年
者
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル

ケ
ア
支
援
事
業
」
等
、
が
ん
と
闘
い
な

が
ん
患
者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
が
ん
対
策
を

Q

A

大
を
進
め
ま
す
。

（
総
合
政
策
部
長
）

　
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
を

令
和
元
年
度
か
ら
開
始
し
、
毎
年
、
返

礼
品
を
拡
大
し
て
お
り
、
現
在
28
社
、

1
3
1
品
目
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今

年
2
月
か
ら
は
、
仕
事
や
観
光
で
市
内

に
来
ら
れ
る
人
が
、
食
事
等
の
サ
ー
ビ

ス
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
決
済
で
き
る

「
ふ
る
さ
と
納
税
電
子
商
品
券
」
を
導

入
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
寄
附
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
う

魅
力
あ
る
返
礼
品
を
増
や
す
ほ
か
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
含
め
様
々
な
場

面
で
積
極
的
に
P
R
し
、
納
税
額
の
拡

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
為

に
は
自
主
財
源
の
確
保
が
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
今
ま
で
以
上
に
努
力

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
の
突

破
口
と
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
を
大
い
に

活
用
す
る
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
寄
附

額
の
更
な
る
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

を
伺
う
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
拡
大
に
向
け
て

Q

A

別
の
依
頼
に
基
づ
き
、
郵
送
に
よ
る
配

布
を
、
実
施
に
向
け
て
検
討
す
る
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長
）

の
市
の
対
策
を
伺
う
。

　
先
般
の
市
議
会
議
員
選
挙
で

は
、
選
挙
人
が
4
2
，
3
9
0

人
、
2
2
，
4
9
3
世
帯
に
対
し
、
新

聞
折
込
の
件
数
は
1
2
，
9
0
0
件
。

ま
た
、
新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い
方
に

向
け
て
補
完
措
置
と
し
て
市
内
22
施
設

に
4
4
0
枚
を
配
置
し
た
。
発
行
数
は

1
万
5
千
枚
で
あ
る
。
現
在
の
問
題
点

は
『
新
聞
購
読
率
減
少
』
に
よ
り
紙
に

よ
る
選
挙
公
報
が
行
き
届
い
て
い
な
い

こ
と
で
あ
る
。
新
聞
折
込
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
閲
覧
等
が
で
き
な
い
方
に
、
個

　
選
挙
公
報
と
は
、
候
補
者
の

氏
名
、
所
属
政
党
、
経
歴
、
政

見
な
ど
を
掲
載
し
、
選
挙
管
理
委
員
会

が
発
行
・
配
布
す
る
も
の
。
有
権
者
に

と
っ
て
選
挙
公
報
は
重
要
な
情
報
源
で

あ
る
。
さ
て
、
選
挙
公
報
の
新
聞
折
り

込
み
配
布
は
、
新
聞
購
読
を
し
な
い
方

や
折
り
込
み
を
断
る
方
な
ど
が
増
加
傾

向
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
選
挙
人
数
と
選

挙
公
報
折
り
込
み
件
数
、
発
行
数
等
を

伺
う
。
ま
た
、
現
在
の
問
題
点
や
今
後

選
挙
公
報
の
配
布
は
公
平
な
の
か

Q

A
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充
て
て
い
く
こ
と
が
将
来
的
に
も
有
効

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
先
の
議
会
に
お
い
て
、
議
員
の
皆
様

か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
を
参
考
に

代
替
案
等
も
含
め
、
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
市
長
）

は
、
反
対
多
数
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
制
民
主
主
義
で
あ
り
、
議
会
の
決

定
は
、
民
意
そ
の
も
の
で
す
。
早
期
再

開
を
強
く
促
し
ま
す
。

　
天
神
の
湯
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
多
岐
に
わ
た
り
修
繕

を
実
施
し
て
き
て
お
り
、
今
後
も
施
設

の
老
朽
化
に
よ
り
、
修
繕
が
更
に
必
要

と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
状
況
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
場

合
、
天
神
の
湯
を
存
続
し
て
い
く
よ
り

も
、
施
設
の
維
持
管
理
に
係
る
費
用
等

を
新
た
な
市
の
施
策
や
既
存
の
事
業
に

　
ウ
エ
ル
ス
幸
手
内
に
あ
る

「
天
神
の
湯
」
は
、
平
成
17
年

4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、
多
く
の

市
民
に
親
し
ま
れ
て
来
ま
し
た
。
ピ
ー

ク
時
に
は
、
年
間
約
10
万
人
も
の
人
が

利
用
す
る
人
気
の
厚
生
施
設
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
を
理
由
に
休
館
を
し
て
い
る
中

で
、
約
1
千
万
円
の
税
金
を
使
い
修
繕

し
ま
し
た
。
市
長
は
、
こ
の
税
金
を
使

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
年
3
月
議

会
に
閉
館
案
を
提
出
し
ま
し
た
。
結
果

「
天
神
の
湯
」
早
期
再
開
に
向
け
て

Q

AA

効
果
を
発
揮
す
る
も
の
と
承
知
し
て
い

る
。
一
方
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
や

肖
像
権
の
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
が
課

題
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
必
要
性
に

つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

（
市
民
生
活
部
長
）

害
が
最
も
多
い
と
思
わ
れ
る
路
上
、
駐

車
場
、
公
園
な
ど
を
見
守
る
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を

伺
う
。

　
市
は
、
青
色
回
転
灯
を
使
用

し
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
自
主

防
犯
団
体
の
活
動
な
ど
の
「
地
域
の
見

守
り
の
目
」
を
、
市
民
の
皆
様
や
警
察

と
と
も
に
充
実
・
強
化
し
、
防
犯
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
発

生
の
抑
止
力
や
、
犯
罪
が
発
生
し
た
際

の
捜
査
お
よ
び
犯
人
の
特
定
に
一
定
の

　
今
年
5
月
、
北
一
丁
目
の
住

宅
で
２
人
組
に
よ
る
強
盗
事
件

が
発
生
し
た
。
（
現
在
も
未
解
決
）
犯

罪
の
機
会
を
与
え
な
い
、
つ
く
ら
せ
な

い
為
に
市
民
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、

防
犯
機
器
の
活
用
、
街
路
灯
の
設
置
等
、

市
と
し
て
も
市
民
の
皆
様
の
協
力
の
元
、

犯
罪
を
お
こ
さ
せ
に
く
い
地
域
環
境
づ

く
り
を
し
て
い
る
。
今
後
犯
罪
の
凶
悪

化
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
犯
罪
の

発
生
場
所
と
し
て
注
意
を
用
す
る
、
被

「
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
」
防
犯
カ
メ
ラ
の
必
要
性
は

Q

　
ま
た
、
市
民
の
日
常
生
活
に
お
け
る

移
動
範
囲
に
伴
い
形
成
さ
れ
る
生
活
圏

を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
民
の
市
外
へ
の
移
動
に
つ
い
て
も
想

定
し
な
が
ら
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と

な
る
。

（
市
民
生
活
部
長
）

て
き
た
。
今
後
は
住
民
の
生
活
圏
の
鉄

道
駅
も
対
象
と
す
る
公
共
交
通
の「
リ
・

デ
ザ
イ
ン
」
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

市
の
対
応
を
伺
う
。

　
市
が
今
年
度
策
定
す
る
地
域

公
共
交
通
計
画
は
、
地
域
に
と

っ
て
望
ま
し
い
地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ

ス
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
あ
り
、
地
域
の
移
動
手
段
を
確

保
す
る
た
め
、
市
や
交
通
事
業
者
、
地

域
関
係
者
が
協
議
し
、
公
共
交
通
の
基

本
的
な
方
向
性
や
、
施
策
の
位
置
付
け

を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
幸
手
市
域
の
公
共
交
通
は
香

日
向
〜
東
鷲
宮
駅
間
の
路
線
バ

ス
休
止
、
幸
手
駅
〜
杉
戸
高
野
台
駅
間

の
路
線
バ
ス
も
今
年
12
月
の
廃
止
決
定

と
縮
小
傾
向
が
止
ま
ら
な
い
。
市
内
外

へ
の
お
で
か
け
機
会
の
確
保
・
向
上
は

地
域
交
通
の
重
要
な
役
割
で
あ
り
、
市

外
の
鉄
道
駅
と
の
ア
ク
セ
ス
確
保
は
住

民
の
強
い
要
望
で
も
あ
る
。

　
幸
手
市
は
市
循
環
バ
ス
も
デ
マ
ン
ド

型
交
通
も
運
行
区
域
を
市
内
に
限
定
し

地
域
公
共
交
通
、
近
隣
鉄
道
駅
も
対
象
に
再
構
築
を

Q

A

て
の
活
用
を
図
る
。
⑸
年
間
を
通
し
て

公
園
に
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
、

S
N
S
等
を
活
用
し
て
情
報
発
信
を
す

る
。

（
市
長
・
建
設
経
済
部
長
）

光
振
興
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
活
用

策
・
整
備
計
画
等
、
対
応
施
策
を
伺
う
。

　
⑴
桜
ま
つ
り
の
来
場
者
は
約

50
万
人
、
駐
車
場
利
用
台
数
は

約
5
万
8
千
台
で
あ
り
、
以
前
ほ
ど
の

渋
滞
は
な
か
っ
た
。
⑵
経
済
効
果
等
は

算
出
し
て
い
な
い
が
、
一
定
の
経
済
効

果
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
臨
時

停
車
駅
は
、
今
後
鉄
道
会
社
と
様
々
な

機
会
で
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
っ
て
い
く
。

⑶
協
定
締
結
に
向
け
、
協
議
を
進
め
て

い
る
。
⑷
観
光
協
会
や
商
工
会
と
連
携

し
県
営
権
現
堂
公
園
の
観
光
資
源
と
し

　
市
内
の
観
光
名
所
・
観
光
事

業
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
、

こ
れ
は
市
経
済
財
政
効
果
を
増
幅
さ
せ

る
重
要
施
策
で
あ
る
。
⑴
本
年
の
桜
ま

つ
り
実
地
状
況
ま
た
、
観
光
客
数
・
車

輌
数
、
渋
滞
状
況
は
。
⑵
実
施
後
の
経

済
収
支
状
況
、
臨
時
停
車
駅
設
置
、
検

討
、
鉄
道
事
業
者
と
の
協
議
等
は
。
⑶

保
存
会
と
の
政
策
協
議
、
協
定
書
の
作

成
は
。
⑷
市
観
光
協
会
と
の
連
携
対
応

等
は
。
⑸
市
と
し
て
、
地
域
振
興
・
観

地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
・
地
域
振
興
策
を
問
う
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充
て
て
い
く
こ
と
が
将
来
的
に
も
有
効

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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（
市
長
）
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。
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議
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の
決
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は
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そ
の
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の
で
す
。
早
期
再

開
を
強
く
促
し
ま
す
。

　
天
神
の
湯
に
つ
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は
、
こ
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多
岐
に
わ
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実
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り
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今
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化
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り
、
修
繕
が
更
に
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と
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が
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。
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場

合
、
天
神
の
湯
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存
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く
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り

も
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設
の
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持
管
理
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係
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ウ
エ
ル
ス
幸
手
内
に
あ
る

「
天
神
の
湯
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は
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成
17
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。
ピ
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、
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す
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コ

ロ
ナ
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千
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繕
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月
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館
案
を
提
出
し
ま
し
た
。
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天
神
の
湯
」
早
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て
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問
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